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62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

59

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が

68

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67

4. ほとんどいない

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない

3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

利用者は、職員が支援することで生き生きした表
情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66

4. ほとんどいない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65
3. 利用者の１/３くらいが

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64

4. ほとんどない

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに

4. ほとんどない

2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

63

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の 1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの
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医療面については、母体の清水病院を中心にバックアップしている。
また、理念における「できる」「できない」を見極めし、「できない」ことへのアプローチをし
ストレスなく生活できるように心掛けている。

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】
 入居中、体調の変化や急変等があった場合、まず母体である清水病院と連携をとり、医師の
指示のもと対応するため、利用者とそのご家族ともに安心できる体制となっている。同じグ
ループ系列5つのグループホーム共通の理念、「たのしく」「やさしく」「元気よく」を同じ方向性
でケアを日々行っていることがよくわかった。また、ケアプラン作成後、細かな変化があった場
合は随時、ケアプランに追記しミーティングや申し送り等で職員全員で周知を行い利用者の自
立やケアを最大限に尊重する取り組みを行っており活気ある事業所を感じることができた。

基本情報リンク先

長崎県長崎市琴海戸根町713所在地

グループホーム　モン・サン琴海 （１F）

1 有限会社　医療福祉評価センター



自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて
活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

地域貢献に関しては現在、出来ていないが
今後、意見や要望を吸い上げる必要がある
と考えられる

運営推進会議は行われているが取り組みに
関して理解及び情報の共有化が出来てない
と感じられる

コロナ禍であるため書面での報告となってい
る。事前にアンケートをとり、それをもとに報
告書の作成を行っている。報告書は長崎北
総合事務所や包括支援センター等へ郵送を
行っている。アンケートについては職員間で
ミーティングや申し送り等で情報共有を行い
ケアへ繁栄させていることが確認できた。

これまで、ご家族へ運営推進会議の
報告書を送付したことがないとのこと
であった。利用者の様子や事業所の
活動をお知らせすることで、パンフ
レットにも記載されている利用者とご
家族が「いつも一緒」にいる感覚を感
じ取ることができる機会をつくる為、今
後ご家族へ報告書を送付することを
期待したい。

理念については、掲示にて全職員共有され
ていると思われるが内容を理解し活用でき
ているのか不明である

毎日、ミーティングや申し送り等で理念に対
する行動内容を発表し職員間で情報共有を
行っている。
課題があった場合、職員で情報共有し改善
等を行いその結果を各職員へ落とし込みをし
て技術向上へつなげていく流れを作ってい
る。常日頃から理念を念頭においてケアを
行っていることと職員間でのコミュニケーショ
ンもしっかりと図られていることを確認でき
た。

活動による地域とのつきあいは、コロナ感染
予防取組のため実施出来ていないが年賀
はがきによる交流は続いている

コロナ禍であるため現状は積極的には行え
ていない。一時、緩和された時、包括支援セ
ンターの研修会へ参加し地元の方へプレゼ
ンを行ったりして交流を深めることに心がけ
ている。
今後について事業所の前が通学路であるた
め近隣の中学校や施設との情報交流の計画
をされていることを確認することができた。

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

2 有限会社　医療福祉評価センター



実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

5 （4） ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的な
行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を含めて
身体拘束をしないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約また改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている

不満が聞かれないことからご家族への十分
な説明が出来ている。

施設外の勉強会などは、不足と感じられる
が施設内での注意喚起は出来ていると思わ
れる。
更に知識向上に努め虐待防止に努めたいと
思います

職員がそれらの事業、制度の活用を学ぶ機
会が少なく必要性を感じさせない

施設での出来事などは、市町村担当者へ伝
えて積極的に連携が取れていると思われる 市町村との連携はまず、職員から管理者、そ

して長崎市へ報告を行っている。長崎市から
は報告して間もなく返答をもらう体制が整って
いるため緊急時も慌てることなく落ち着いて
対応が可能である。令和３年4月よりマニュア
ルも整備できたため、より安心してケアに集
中できる環境となっている。

委員会を活用し意見や問題点を出し合い禁
止となる行為を理解しケアを行えていると思
う

基本的には身体拘束を行ったことはなく、万
が一を想定し利用者とご家族へ身体拘束に
ついては入居時に説明を行っている。
事業所内での取り組みとして月に1度、身体
拘束委員会を開催し話し合った内容をミー
ティングで全職員へ落とし込みを行っている。
職員間で心がけていることは身体拘束になる
言葉は「プラスの言葉に変換を」。全職員で
視覚化し常に意識してケアを心がけているこ
とが確認できた。

3 有限会社　医療福祉評価センター



実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

内外部の研修が無く個人のスキルアップに
繋がっていないと思う。
個人的には、責任ある次のステップに上
がっていきたい

サービスを向上させるための段階が出来て
いないと感じる
同業者との意見交換交流を望みたい

職員の意見を聞く機会が少なくまた、職員も
意見及び提案ができていない 職員からの意見を集め、月に1度リーダー会

議で検討を行っている。それ以外に随時、管
理者やユニットリーダーが気になることは個
別に対応して、本当の意見を聞き取るように
心がけをしてケアに集中できる環境を整えて
いる。

管理者への目標と達成事項を話す機会が
あるがどのような評価だったのか不明確な
部分がある

ご家族から要望、意見があった場合は、そ
れに伴い反映出来ていると思う ご家族から電話での聞き取りが主で、その内

容については申し送りの時に報告・改善策を
検討し、リーダー会議で具体的な対応策を決
定しミーティングや申し送り等で現場に落とし
込む流れとなっている。緊急性がない場合は
事後報告でご家族へ連絡を行っている。

要望や意見は、他のご家族も同様に
感じていることも多々あるため、各ご
家族からの要望、意見を他のご家族
へ公表が可能な場合に限り、資料を
使用して周知し皆様に安心してもらえ
る事業所となることに期待したい。

4 有限会社　医療福祉評価センター



実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係

職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

家族様が不安にならないように言葉には気
を付けて生活状態を話すように心掛けてい
る。

関係が途切れないように言葉かけ時にも工
夫して関係構築に努めているが全ての利用
者様へ浸透出来ていない

馴染みの人や場所などは入居時に聞き取り
を行い、入居後は利用者の会話の中から拾
い上げることを心がけている。コロナ禍である
ため馴染みの場所へ行くことはまだ難しい状
況ではあるがそれ以外で利用者の支援がで
きるよう趣味や興味にあることに、積極的に
ケアへ取り組んいることが確認できた。

必要とされる要望を聞きそれに伴って対応
を出来るように努めている。

日々コミュニケーションを取ることにより一方
通行にならないように努力しているが無理に
押し付けている部分が観られる

本人様や家族様からの要望を聞き入れ確
認を行い不安解消につとめている

特に問題なく信頼関係は築けていると思う

5 有限会社　医療福祉評価センター



実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即
した介護計画を作成している

情報を共有しそれに伴い適した無理のない
対応を心掛けている

モニタリングを行っているがマンネリ化して
いる部分が見受けられる
またアイディアが出ても反映されていない事
がある

計画作成者が、アセスメントとケアプラン作成
をし、ユニットメンバーで3ヶ月後と6ヶ月後に
モニタリングを行い、何かあるとミニカンファレ
ンスをすることもある。できるだけ利用者本人
にあったケアプラン作成を心掛けているが、
現場の職員が追いついていかないことがな
いよう、できるだけ現場職員ができることを、
プランに書くようにしている。

全ての意向の把握は難しいが入居者への
傾聴を行い本人本位にて検討して努めてい
ると思う。

家族からは、ケアプラン更新時のタイミング
で、意向を聞き出しているが、「今のままでい
い、おまかせします」という意向が多いとのこ
とである。利用者は、言葉の他に表情から把
握をするようにしている。利用者は物作りをし
たいことが多く、レクリエーション等で取り入
れている。

入居前の生活状況の把握は出来ていないと
感じられる

利用者同士の良き関係になるように職員も
レクレーション等を通して努めている

その時に応じた対応及び相談や支援は、出
来るものと思う
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援している

31 ○看護職との協働

介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関係
者との情報交換や相談に努めている。あるいは、
そうした場合に備えて病院関係者との関係づくり
を行っている。

看護師に訪問して頂きその際に、変化が
あった事の情報交換は出来ている

医療機関とは連携取れている。

現状難しいと考えられる

訪問診察にて対応を行っている。状況変化
時は、指示を頂いている

母体である清水病院から、２週間に１回主治
医が訪問して診察をしている。３名の主治医
が、それぞれのユニットを担当している。リハ
ビリが必要な人は、１週間に１回程度、清水
病院の外来を受診している。清水病院にない
科は、職員が連れていき、主治医と家族へ状
況を報告している。

職員間で情報は共有されているが報告、連
絡、相談が疎かになる事がある。
一部にて自分本位で動くのがみられる

柔軟な対応は出来ていると思う。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んで
いる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 （13） ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を日常的に防火管理及
び消火、避難訓練等を実施することにより、全職
員が身につけるとともに、地域との協力体制を築
いている。
また、火災等を未然に防ぐための対策をしている

避難訓練は、実施されており職員も即時対
応できる体制が整っている

定期的にコンセントのホコリをとる、部屋の扇
風機をつけっぱなしにしない等、火災予防に
務めている。以前は、消防訓練に消防署も来
ていたが、コロナ禍のため、現在は施設の中
で、職員と利用者とで実施している。

１階にのみ避難経路図を設置してい
るが、２階、３階には設置がしていな
い。防災意識を高めるため、また緊急
時の避難がスムーズに行えるよう、２
階と３階にも、避難経路図の設置を期
待したい。

重度化や終末期に関しては、医療機関にて
対応を行っている

看取りは、母体である清水病院が行ってい
る。入居の際に重要事項説明書にて、「かか
りつけ医師や、施設の協力医療機関の医師
などが施設生活を継続することが難しいと判
断した場合、入居者及びその家族に説明し、
同意を得られた場合は適切な医療機関に入
院するための必要な手続きをサポートする」
と記載して、説明をしている。食事が摂れな
いと栄養状態が低くなり、清水病院へ相談を
したり、補助食品で様子を見ることもあるが、
施設での生活が難しい状況の場合には、主
治医を含めて家族へ病状説明を行っている。

マニュアルがあるが緊急時に対応できるの
か不安視あるため訓練を行って欲しい
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備
や食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応
じた支援をしている

食事量や水分量が少ない時など職員間で
共有を行い言葉掛けや飲水を促す対応を
行っている

利用者様によって身だしなみおしゃれを対
応している感じが見られる

個人差があるが利用者様へお手伝いをお願
いし協力を頂いている

献立はグループ内の管理栄養士が作成し、
職員が調理をしている。おしぼりを巻いたり、
テーブルを拭いたり、もやしの根とぎ、米とぎ
等、利用者ができる範囲で食事の準備をして
もらっている。食事中はテレビを消して、音楽
をかけ、食事に集中できるようにしてる。

自己決定できるように対応できないことがあ
る。無理難題など

生活動作に関しては利用者様のできる範囲
で対応を行っている

不意にプライバシーを損なう言葉かけを耳
にする事がある。
職員同士が注意しなければならない

以前は法人で外部から講師を呼び、接遇研
修を行っていたが、コロナ禍のため現在はで
きていない。職員の言葉がけで気になる時に
は、管理職から注意をすることがある。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケア
をしている

43 （16） ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

全ての服薬は把握できていないが追加され
た服薬に関しては、随時更新し情報共有し
ている

本人の要望や曜日による入浴対応を行って
いる 入浴は週２回入れるようにしている。入浴を

楽しめるように、しょうぶ湯、みかん湯をした
ことがある。シャンプー等は好みがある場合
には、持ち込みを可能としている。できるだけ
同性介助をするようにはしているが、勤務の
関係等で、どうしても同性介助が難しい場合
があるため、入居時に異性介助が可能かど
うか聞くようにはしている。

十分な休息を安心して提供できる様に対応
を行っている。
不眠時の傾向がある際は、申し送りにて報
告している

動作や時間での対応を行っている。
オムツなどの必要性は、話し合いにて対応
している

起立できる場合にはできるだけトイレで、排
泄できるよう支援をしている。排泄をしたいよ
うな仕草（例えばお尻を触り始める等）を職員
間で情報共有をして、できるだけトイレへの
誘導を増やしている。トイレが部屋の中にあ
るため、できるだけ換気扇を回したり、換気を
十分に行うようにしている。

腹部マッサージや歩行運動を取り入れ便秘
防止に取り組んでいる

日々の口腔ケアや口腔内残渣の確認は
行っている。
歯科も訪問されている
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 （18） ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

フロア内での表情を感知し思いに添った対
応を行っている。

携帯電話をお持ちの利用者様は、支援でき
ている。
電話が掛かってきた際に取次ぎを行ってい
る

季節に合わせて展示物を作成し展示しそれ
に対して言葉掛けも行っている 利用者と一緒に作った、季節に合わせた展

示物を展示したり、利用者が描いた絵を飾る
など、居心地のよい共用空間をつくりをしてい
る。また、温度湿度計にて、管理をしている。

外への散歩やフロア内であるが移動による
気分転換は実施出来ている。
ピクニックができる時期になれば実施したい 以前はピクニックや、長崎くんち、買い物など

外出をしていたが、コロナ禍のため、近所を
散歩することしかできない状況である。

利用者様からの要望には事務所を通して対
応できている

現状出来ていないことが多いがテーブル拭
きや洗濯畳などの協力をお願いしている
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

自立した生活が送れるようにする創意工夫
し安全に生活が送れるように行っている

必要なものはご家族に相談し持って来て頂
き利用者様が安心できるように対応している 利用者が使い慣れた物を持ってきてもらい、

居心地よく暮らせるようにしている。各部屋の
エアコンは、利用者が扱えるようになってお
り、職員が部屋に入って温度を調整したり、
利用者から温度調整を依頼されることもあ
る。
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　（様式１）

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

59

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が

68

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67

4. ほとんどいない

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない

3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

利用者は、職員が支援することで生き生きした表
情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66

4. ほとんどいない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65
3. 利用者の１/３くらいが

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64

4. ほとんどない

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに

4. ほとんどない

2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

63

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の 1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの

長崎市弁天町14-12

有限会社　医療福祉評価センター

所在地

事業所名

評価機関名

自己評価作成日

1  自己評価及び外部評価結果

4271101885

法人名 医療法人　啓正会

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

https://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/42/index.php?action_kouhyou_detail_022_kani=true&JigyosyoCd=4271101885-00&ServiceCd=320&Type=search

外部評価結果確定日令和3年8月11日 令和3年10月14日

事業所番号

訪問調査日 令和3年9月9日

職員は日々、入居者様に向き合うケアを心掛けています。また「ひやり・はっと：「身体拘束等適正化高
齢者虐待」「感染症予防」「ケア向上」の各委員会活動を行っており、月に１度定期的な活動で、利用者
様がより良い生活が送れるようにサービスの提供を行ております。

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

基本情報リンク先

長崎県長崎市琴海戸根町713所在地

グループホーム　モン・サン琴海(2F)

13 有限会社　医療福祉評価センター



自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向け
て活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

5 （4） ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業
所の実情やケアサービスの取り組みを積極的に
伝えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的
な行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を含め
て身体拘束をしないケアに取り組んでいる

施設での出来事や事故報告等、施設では
判断できない事について、日頃から連携は
できている。

毎月の委員会活動を通じ、各職員へ意見や
問題点を出し合いケアの見直しを行ってい
いる。

包括支援センター開催のイベントにて、
事業所紹介に参加するなどし、貢献に繋げ
ている。

運営推進会議については、新型コロナウイ
ルスの感染状況により、書類での開催と
なっている。

経営理念は、事業所内の目に付く場所に掲
示し、全職員共有し理念実施に取り組んで
います。

地域の中学校からの年賀はがきや暑中見
舞いの絵はがきのやり取りなどの交流を
行っている。

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

14 有限会社　医療福祉評価センター



実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう
支援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約また改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環
境・条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

コロナ禍において研修の機会が減っている
が、委員会を通じてスキルアップを常に図っ
ている。

月に１度リーダー会議において、各ユニット
リーダーや現場職員からの意見をまとめ、
運営に反映させている。

管理者と職員が直接ミーティングが出来る
機会を設けて個々の努力や実績を伺ってい
る。

家族への十分な説明はできている。

ご家族からの要望・意見があった場合、そ
れらの内容について改善等行っている。

施設内での注意喚起は、委員会活動にて
実施できていると思う。また勉強会も計画し
ており知識向上や虐待防止に努めたいと思
う。

成年後見人制度等を必要とした利用者も入
居しているが、管理者のみ勉強しており他
職員は勉強する機会がない。

15 有限会社　医療福祉評価センター



実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係

職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

ご家族が来所された場合には日頃の様子
等を報告し、変化等あった場合は都度連絡
を取り関係構築に努めている。

関係が途切れないように利用者様への言
葉掛けにも工夫し関係構築に努めている。

必要とされる要望を聞きそれに伴って対応
できるよう努めている。

自立されている事について、見守り程度の
サポートを行うよう努め、日々のコミュニ
ケーションを取る事により信頼関係の構築
を目指している。

入居される前に本人様やご家族様からの要
望を聞き入れ確認、他職員やご家族へ相談
し、安心されるように努めている。

入居される前に、施設に対する不安や要望
を面談等にヒアリングをご家族様へ同様に
行っている。

長崎市ＧＨ連絡協議会の研修や地域包括
センターのイベントに参加できていたが、コ
ロナ禍において遠のいている。

16 有限会社　医療福祉評価センター



実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよう
な支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に
努めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

26 （10）○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合
い、それぞれの意見やアイディアを反映し、現状
に即した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

職員間での情報共有はされているが、報
告・連絡・相談が疎かになる場合がある。

常に把握できるよう日々の申し送りで確認
している、また状態変化があった場合はす
ぐに報告するようにしている。

職員とケアマネジャーとモニタリングを行っ
ている。時折ご家族に参加して頂き、様々な
アイディアを交えたケアプランを作ってい
る。

全ての意向を把握する事は難しいが、入居
者様への傾聴、思いや要望はそれぞれケ
アプランに反映している。

職員には生活記録を記入して頂く上で、ケ
アプラン更新時、読み返すようにしている。

レクレーションやイベント等の行事ごとにユ
ニット隔たりなく行うようにし、利用者同市の
良いコミュニケーション作りを手助けしてい
る。

必要に応じて対応を行っている

17 有限会社　医療福祉評価センター



実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 （11）○かかりつけ医の受診支援

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援し
ている

31 ○看護職との協働

介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、又、できるだけ早期に退院できるように、病院
関係者との情報交換や相談に努めている。ある
いは、そうした場合に備えて病院関係者との関係
づくりを行っている。

33 （12）○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んで
いる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

重度化した際や終末期に関しては、医療機
関にて対応を行っている。

経験が薄い為に不安がある。実践力を身に
付ける為、訓練実施が必要に感じる。

医療連携体制における看護師には、常に情
報共有を行っている。変化があった場合
は、都度医療機関と連携を取ってもらう。

医療機関とは密に連携を取れている。

現状難しい状況に感じる。

訪問診察にて対応を行っている。状態変化
ある場合指示を促し対応を行っている。

柔軟な対応ができている

18 有限会社　医療福祉評価センター



実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

35 （13）○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を日常的に防火管理及
び消火、避難訓練等を実施することにより、全職
員が身につけるとともに、地域との協力体制を築
いている。
また、火災等を未然に防ぐための対策をしている

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14）○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシー
を損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 （15）○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準
備や食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている

食事量や水分摂取量が少ない時など職員
間で共有を行い言葉掛けにて飲水を促して
いる。

モーニングケアや身だしなみなどできない
部分を支援している。

自立されている利用者様には、お手伝いを
お願いし協力して頂いてる。

基本的には、尊重できるように心掛けてい
る。

生活動作に関して利用者様のできる範囲で
対応行っている。

避難訓練等は実施されており、職員もすぐ
に対応できるように努めている。

プライバシーに関して気を使っているが、新
人に対する研修等で実施していない分野
為、今後発生する可能性はあるように感じ
る。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ
アをしている

43 （16）○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 （17）○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

職員管理となる為、利用者様には理解でき
ない点が多い。服薬の内容に変更があった
場合、情報共有している。

出来る利用者様へテーブル拭きや洗濯物
たたみなどの協力をお願いしている。

曜日を決め対応を行っている。本人様の訴
えにも対応するようにしている。

特に強制することなく、個々の時間を過ごし
ていただいてる。不眠時は申し送りなどで、
報告をしている。

動作や時間での対応と日々の排泄パターン
の情報を集め整理し実施している。

腹部マッサージや軽い歩行運動、水分摂取
を促す対応にて便秘防止に取り組んでい
る。

日々、口腔ケアの実施、確認。
訪問歯科にて口腔内の清掃も実施して頂い
てる。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

49 （18）○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を
所持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

52 （19）○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

54 （20）○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活か
して、本人が居心地よく過ごせるような工夫をして
いる

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

自立した生活が送れるようにする工夫をし、
安全に生活を送れるようにしている。

フロア内での表情を感知し、思いにそった
対応を行っている。

必要なものはご家族様へ相談し、持ってき
て頂く事で安心に繋げている。

個人での携帯電話を持っている方は、支援
できている。また申し出があった場合は、対
応している。

共有の空間に季節に合わせた展示物を作
成し、掲示している。
温度調整や必要に応じた加湿などは定期
的におこなっている

外への散歩や他フロアへの移動など気分
転換の実施が出来ている。コロナ禍で以前
出来ていたピクニックなどは出来ていない。

利用者様からの要望には事務所を通じご家
族様へ相談し対応を行っている。
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令和 3 年度

【事業所概要（事業所記入）】

※事業所の基本情報は、公表センターページで閲覧してください。（↓このURLをクリック） 

【評価機関概要（評価機関記入）】

○ ○

○
○

○
○

○ ○

○

○

○ ○

○

訪問調査日 令和3年9月9日

入居者様、一人ひとりの体調面について管理に注力しており、状態変化時は迅速に
医療と連携し適切な対応を行ってる。

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

基本情報リンク先

長崎県長崎市琴海戸根町713所在地

グループホーム　モン・サン琴海(3F)

1  自己評価及び外部評価結果

4271101885

法人名 医療法人　啓正会

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

https://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/42/index.php?action_kouhyou_detail_022_kani=true&JigyosyoCd=4271101885-00&ServiceCd=320&Type=search

外部評価結果確定日令和３年８月11日 令和3年10月14日

事業所番号

長崎市弁天町14-12

有限会社　医療福祉評価センター

所在地

事業所名

評価機関名

自己評価作成日

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の 1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

63

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに

4. ほとんどない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64

4. ほとんどない

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

利用者は、職員が支援することで生き生きした表
情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66

4. ほとんどいない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65
3. 利用者の１/３くらいが

2. 少しずつ増えている

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない

3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67

4. ほとんどいない

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が

68

　（様式１）

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

59
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向け
て活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

5 （4） ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業
所の実情やケアサービスの取り組みを積極的に
伝えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的
な行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を含め
て身体拘束をしないケアに取り組んでいる

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

法人、事業所共に認知症を患っている方の
為の理念になっている。職員・事務所がそ
れに向かって業務に取り組んでる

コロナ禍において、日常的な交流は行えて
いない。散歩の際に出会った方に挨拶を行
う程度になっている。

事業所では難しい部分が現状あると感じ
る。

現在コロナ禍において感染予防の為、資料
でのやり取りになっている。

起きた事例などは都度行政へ報告を行って
いる。

施設全体では、身体拘束や虐待防止に努
めている姿勢があり、実際に起きていない。
が、事故防止などを理由に不適切ケアに繋
がりかねないケアの相談もある事がある。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう
支援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約また改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環
境・条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

身体拘束等適正化・高齢者虐待防止の委
員会活動を行っている。

成年後見制度を利用されている利用者様も
入居してるが、その制度に関する勉強など
は実施されていない。事務所が管理してい
る。

契約は、その内容についてお互いの相違が
無いか確認をしながら、十分な時間を掛け
説明を行っている。

意見箱の設置や法人のHPからご意見メー
ルを送れるようになっており、相談があれば
柔軟に対応するようになっている。

リーダー会議を通じて、職員の意見などを
業務に反映している。

年間通じて、自己啓発に繋がる評価を行っ
たり、また研修等に積極的に参加している
職員には評価が付いたりと、相対評価がさ
れている。

コロナ禍において、集団での研修はできて
いないが、リモート等での対応に徐々に切り
替わってきている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係

職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

コロナ禍において、集団での研修はできて
いないが、リモート等での対応に徐々に切り
替わってきている。

入居前のヒアリングや面談は欠かさず行っ
ている。現場職員の同行ができればもっと
良いと感じる。

契約時において、ケアプランや契約内容の
説明時に要望などを把握する為、信頼関係
は入居後から徐々に築くようにしている。

入居後は環境の変化に伴い、体調の変化
等も起きやすい為、医療体制や身も守り体
制を厚くし、週ごとのケアカンファを実施して
いる。

職員の一方的な要望は減らし、利用者様の
要望を優先するように心がけている。

情報共有を密に行い、対応をしている。
本人様、ご家族様の要望を第一に考えてい
る。

コロナ禍における面会は制限しているが、
昔からの知人の面会などは対応可能な時
には、対応をしている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよう
な支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に
努めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

26 （10）○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合
い、それぞれの意見やアイディアを反映し、現状
に即した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

フロアでの食事など、孤立にならないように
職員が中立な立場でコミュニケーションを円
滑化している。

退所された方においても必要があれば、対
応をするようにしている。

本人様の日頃からの発言や意向について、
職員間で申し送りにて情報共有している。

可能な限り把握はしているが、完全ではな
い。必要な場合は、閲覧できるように資料を
準備している。

申し送りにて十分把握できている。

課題やケアのあり方について、ご家族様を
交えてカンファし、家族、本人双方の意向を
尊重したケアプラン作りに努めている。

記録の際、ケアプランに沿った内容を書くよ
うに心掛けしている。変化などあれば、申し
送りやケアカンファレンスでの議題としてあ
げている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 （11）○かかりつけ医の受診支援

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援し
ている

31 ○看護職との協働

介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、又、できるだけ早期に退院できるように、病院
関係者との情報交換や相談に努めている。ある
いは、そうした場合に備えて病院関係者との関係
づくりを行っている。

33 （12）○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んで
いる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

コロナ禍における外出制限などによる新た
なニーズ（買い物など物品請求）には都度
対応をしており、ストレスケアに努めてい
る。

ドライブや散歩等で「どんな場所に住んでい
るのか」を把握しながら、過ごして頂いて
る。

訪問診察は、月2回行っており利用者様と
かかりつけ医は顔なじみの関係になってい
るように感じる。状態変化時も相談しやすい

母体が清水病院の為、ちょっとした事につ
いての相談はスムーズに行えている。利用
者は安心に生活ができるように感じる

状態変化時は常に情報共有しているので、
医療面の指示などはスムーズに感じる。

入居時に重篤化した場合と終末期に関する
ターミナルケアについては十分な説明を実
施してるので、医療をメインとして支援して
いる。

定期的な実施には至っていない。現場職員
の対応には不安がある。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

35 （13）○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を日常的に防火管理及
び消火、避難訓練等を実施することにより、全職
員が身につけるとともに、地域との協力体制を築
いている。
また、火災等を未然に防ぐための対策をしている

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14）○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシー
を損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 （15）○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準
備や食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている

災害については、定期的な訓練が行われて
いるので、身についていると感じる。

関係性が密になると、くだけた話をしてしま
い、プライバシーに欠如した発言に繋がる
事もしばしばある。

常に選択権を提示し、本人の想いを尊重す
るように心がけている。

本人の意向を優先しているが、事故につな
がるような場合は、介入する場合がある。

自立してる方には、任せている。困難な場
合は、職員が気にかけており言葉かけなど
で対応してる。

料理の下準備や下膳などは、できる方には
手伝って頂くようにお願いしており、実施で
きている。

食事量の把握、水分の把握などは常に行っ
ており不足している場合は、言葉掛けで促
しをしている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ
アをしている

43 （16）○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 （17）○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

動作等に問題ない方については、見守り程
度で本人様にお任せしている。

時間で誘導を促している。動作は本人ので
きない部分のみサポートをしてる。

水分摂取の促しや腹部マッサージを行って
いる。

曜日が決まっているが、事前の要望には対
応している。

自立されている方に関しては、ご本人様に
任せている。ケアが必要な人については入
眠状態や夜間の不眠時における情報共有
にて都度、お昼寝などを導入したり柔軟に
対応を図っている。

すべての把握はできていないが、必要に応
じて確認できる体制は準備している。また薬
変化があった際は申し送りを徹底している。

集団生活の中でも難しい部分があるが、事
前のヒアリングや家族様への協力のもと、
対応をするようにしている。

29 有限会社　医療福祉評価センター



実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

49 （18）○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を
所持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

52 （19）○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

54 （20）○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活か
して、本人が居心地よく過ごせるような工夫をして
いる

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

コロナ禍における外出制限の為、難しい現
状もあるが、以前はピクニックなどにも参加
していた・

基本的にはお金は預からないようになって
いる為、お金には携わらない。

希望の際は、対応を行っている。

時間帯に合わせたカーテンの開閉やエアコ
ンの調整、更には季節感を出すために共有
スペースでの展示物など、都度工夫をし住
みやすい環境を作っている。

安全面については、危険物はフロアには入
れないようにしている。また、利用者様が使
い安いように椅子などは手すりの付いた物
や、ソファはカバーを設置し汚染時はすぐに
清潔にできるようにしている。

自立されている方は、自由に過ごしていた
だいてる。

居室環境は、気づきがあれば都度ユニット
内で話し合いを行い、リスクマネジメントを
実施し、本人の意向を尊重しながら対応す
る。
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